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稲刈り体験　20日（土）　24名の参加がありました。当日は晴天が続き田圃は湿気がしっかり抜かれて稲刈りには最適の状況でした。前日までの参加申し込みは厳しくなるのではないかと見込んでいました。ところがいざふたを開けてみると予想を超える人数が集まっておられました。しっかり位置づけられたら、まだまだ捨てものではないという確信を得ることが出来ました。普賢寺小学校で待ち合わせ、途中で里山農園を紹介して取組みと将来への展望を語りました。かなり感動いただいたようです。里山の会へのイメージが膨らんだように見えました。稲刈り作業を通じてさらに期待通りとの印象を得ていただいたようです。
開会の挨拶の後、森島保理事から稲刈りの仕方と鎌の使い方、危険性などを詳しく説明、はじめてのこぎり鎌を手にするようでした。いよいよ田圃で稲刈りが始まりました。それぞれ説明をしっかり聞いておられたのか、はじめてにしては上手に刈り取っておられました。しかし腰を落とした姿勢なので手際よくとはいきませんが、何とか刈り取れました。稲の束ねは難しかったようです。機械化の進む前では、稲架かけを組んで乾燥させていました。稲はこびも苦労でした。稲架に掛けるときに抜け落ちないないように攀(よ)じるコツ等一つ一つのポイントを伝えました。一通りの手順を短時間でしたが、かなりのテンポで体験していただきました。現在ではコメつくりになくてはならないのがコンバインです。この機械の優れた能力の①刈取り、②脱穀、③ふるい分け、④藁の裁断、は人手ではとてもこなしきれない複雑な作業を1台で簡単に実行できることを、小川さんが詳しく解説されました。理事長のお米の話では、日本の食料自給率が37％でかなり多くの食料を外国から輸入している。お茶碗1杯のお米の値段は37円で大変安いものである。ご飯を炊くには約1.8lの水が必要である。同じ田圃で大量のコメが毎年生産できると、日本の優れた稲作の説明がありました。森島理事は、稲の刈り方、束ね方を指導、稲架かけの三股つくりの指導　落穂ひろいの必要性が伝えられました。短時間の中で熟練するまでには至りませんでしたが、濃縮した一通りの体験ができました。作業体験が済みますと、楽しみな昼食の時間です。
昼食は　豚汁と新米の白飯で腹いっぱいに　この日に備えて前日までに刈り取っていただきました新米でご飯の用意をいただきました。ぬくぬくの新米のおいしいことさすがと思いました。そこに出来立ての暖かい豚汁が振る舞われました。サツマイモやゴボウ、人参等、味噌もたっぷりの味付けで、温かい汁がうまかったです。ごはんも豚汁もかなりのボリュウムなので目いっぱいお腹いっぱいのごちそうでした。レストランで出てくる料理とは一味もふた味も違ったものでした。何よりも働いた後にいただいたものですから、格別でした。そして大勢の人と一緒に自然の緑いっぱいの中での食事だったので最高でした。御馳走様でした。
お腹が落ち着いたところで　お昼のデザートは　昼食後お米の粒の数えを行いました。（一粒の種から7本の茎が育ち、穂ができる）一本の穂に平均87粒のお米ができていました。全国平均では80粒ですから1割以上の増加になっています。一粒の種から7本の茎が成長し、その茎に穂ができて合計609粒のお米に成長するのです。お茶碗一杯では3545粒のコメがご飯になっているのです。7粒の種でできたお米の量に当たります。一粒千倍と言われますが、すごい成果になっているのです。毎年同じ田圃での収穫です。お米の話や粒数えの後は、いよいよクライマックスの豊作を祝って自然に感謝する神輿の巡行です。できるだけ軽く作りあげ、里山農園で実った野菜できれいに飾り立て、紅白の布が上手に巻き付けられて出来上がっています。年長さんや1年生4年生の皆さんがわっしょいわっしょいと掛け声も軽く刈り取った田圃で、稲架かけの周りを威勢よく練り歩きました。子どもも大人も一緒になって，豊作を感謝しました。神輿を作った人もかついでくれた人も、掛け声をかけてくれた人も、みんな喜びに顔がほころんでいました。こうしてこの日の稲刈り体験は無事終了しました。この取り組みに参加した2名が新しく会員加入していただきました。若い子どもさんのご夫婦と、京田辺市に引っ越してこられて仲間を求めておられたお二人です。稲刈り体験で新入会員を迎えることは久しくなかったことです。大歓迎です。

田圃の周りでは　フジバカマ　ツリガネニンジン　シオン　ヒガンバナ　ヌスビトハギ　クズ　ツユクサが満開でした。特に自然の中で生育しているものとしては希少なフジバカマが自生しているとなればこれは貴重なものです。また中島君（6歳）は刈り取った田圃でヒバカリやトカゲ、バッタ、カエルをたくさん捕まえました。こんな小動物がたくさん生活していることは、この田圃が自然豊かで殺虫剤などの農薬を使っていない証になるもので、安心して口にできるお米であることを証明するものです。　有難う。
木津川の南駐車場の草刈が完了　自走式草刈り機のエンジンが不調…キャブレターの清掃で復調　9月13日から里山農園の草刈を進めました10・11・12・13・14・16号地と6・7号地の草刈が完了しました。まだ一部畦や斜面の手刈り部分は残っていますが、広い面積はおおむね刈取りが進みました。そして木津川の南駐車場、東駐車場、マラソンの本会場の草刈も一応完了しました。自走式草刈り機が故障なく順調に動いてくれたら、時間短縮が進むのですが、3年前の購入となると、機械の傷みが一挙に出て、エンジンはかからない、前進も後進もできない、など作業するたびに故障が発生して1～2時間は修理時間が必要で、作業がストップします。長年使いっぱなしで点検をしないままだと寿命が尽きてしまうことになります。草切の刃の取り換え、エンジンキャブの清掃、動力伝達するベルトの焼損取り換え等修理がかさみました。日ごろの手入れの必要性をいやというほど思い知らされました。
里山農園・里山生態園への第一歩　雨天時学習屋根の設置着工　10月1日に予定　今年の地域力再生プロジェクト交付金事業で里山農園に屋根設置が認められました。ここでの自然環境を学ぶために屋根の設置が必要不可欠になっています。晴天での観察会では日陰が無くてオオムラサキの出現を待ち続けることはできません、また、参考書を広げて確認できる学習場所も必要です。11月1日と2日の京田辺市文化祭の展示に施設の完成を発表したいものです。里山生態園の設備充実による期待を大きく伝えられます。9月27日には試験的に柱杭を打ち込みます。そして10月1日を着工日として組立開始します。完成時には10ｍ×6ｍ×高さ4ｍの大屋根が出来上がります。里山の会の大事業に一人でも多くのお手伝いをお願いいたします。単管を留め金具で締め付ける簡単な作業となります。
よろしく！
若い子どもさんのご夫婦と、京田辺市に引っ越してこられて仲間を求めておられたお二人が加入いただきました。稲刈り体験で新入会員を迎えることは久しくなかったことです。大歓迎です
＜山村記＞
